
秋 田 県 医 師 確 保 計 画 （ 素 案 ） の 概 要 に つ い て

　平成30年7月に成立した「医療法及び医師
法の一部を改正する法律」の規定により、厚
生労働省が定める医師偏在指標に基づき三次
医療圏間及び二次医療圏間の医師偏在是正に
向けた計画を秋田県医療保健福祉計画の一部
として新たに策定する。

１．厚生労働省令に示された算定方法により算定される医師偏在指標に基
　づき、二次医療圏のうちから医師少数区域・医師多数区域を設定する。
２．設定した区域に応じて、二次医療圏ごとに医師確保の方針及び目標医
　師数、目標医師数を達成するために必要な施策を定める。
３．三次医療圏についても同様に計画を策定する。
４．産科・小児科についても医師確保の方針や施策を定める。

　医療法第３０条の４の規定に基づき、医療
計画の一部として位置づけられるものであり、
令和２年度から令和５年度までの４年間を計
画期間とし、以降３年ごとに計画の実施・達
成を積み重ね、２０３６年度までに医師偏在
是正を達成することを長期目標とする。

計画策定の趣旨 計画の全体像 計画の位置づけ・計画期間

 医務薬事課 医療人材対策室

全国（参考）

秋田県

　大館・鹿角

　北秋田

　能代・山本

　秋田周辺

　由利本荘・にかほ

　大仙・仙北

　横手

　湯沢・雄勝

順位
標準化医師数

医療施設
従事医師数

労働時間
調整係数

地域の人口

(2018/1/1)
地域の

標準化受療率比
地域の人口

(2023/10/1推計)
目標医師数
(2023年)

必要医師数
(2036年)

（位） （人） （人） （10万人） （10万人） （人） （人）

２３８．６ ３０４，７５９ ３０４，７５９ １．０００ １，２７７．１ １．０００ １，２３６．６

１８４．６ ２１４．９６５ ４１／４７ ２，２６６ ２，２５７ １．００４ １０．１５ １．２０９ ９．１４ ２，３７０

１３０．８ ３０６／３３５ １６８ １７２ ０．９８０ １．１０ １．１６６ ０．９８ １８２．６

９９．６ ３３５／３３５ ３５ ３７ ０．９５９ ０．３５ １．０１１ ０．３０ ４８．７

１４４．４ ２７３／３３５ １４９ １５４ ０．９６５ ０．８２ １．２５４ ０．７０ １４４．７

２６０．２ ５８／３３５ １，２５６ １，２３７ １．０１５ ３．９８ １．２１３ ３．７１ ７４６．１

１３８．５ ２９５／３３５ １８３ １９０ ０．９６４ １．０４ １．２７７ ０．９３ １９１．４

１４７．１ ２６６／３３５ ２０３ ２０２ １．００７ １．３０ １．０６４ １．１５ １９２．６

１５３．３ ２４９／３３５ １９２ １８６ １．０３０ ０．９２ １．３６２ ０．８２ １７９．９

１２０．４ ３１９／３３５ ８０ ７９ １．００７ ０．６４ １．０２８ ０．５５ ９０．２

医 療 圏 名 医師偏在指標
医師偏在指標

(下位33.3%閾値)

１６２．３４６

●三次医療圏
　本県→医師少数県であり、医師の増加を方針の基本とする。
●二次医療圏
　秋田周辺医療圏以外→医師少数区域であり、医師の増加を方針の基本とする。
　秋田周辺医療圏　　→医師多数区域であり、医師の現状維持を方針の基本とする。

区域の設定・医師確保方針

●県全体として取り組む施策
　１．地域循環型キャリアアップシステムの充実
　　　あきた医師総合支援センターによるキャリア形成支援や、秋田大学との連携による派
　　遣先の指導体制強化、医師の地域循環のための寄附講座設置等
　２．医師の労働環境等改善
　　　女性医師のライフステージに配慮した働き方支援や、ＩＣＴ等の技術を活用した業務
　　改善支援、タスクシフト推進に向けた人材養成支援等
　３．将来の医療を支える裾野の拡大・強化
　　　医学部進学者増加に向けた高校生医療体験実習の実施や、研修医の確保・定着支援、
　　医師不足が深刻な診療科における医師養成のための寄附講座設置等
　４．県外からの医師確保
　　　病院合同説明会の拡充や、初期研修医獲得に向けた各医療機関の取組みの支援、北東
　　北三県連携による医師誘致等

●二次医療圏ごとに取り組む施策
　県全体の取組みのほか、二次医療圏特有の課題等に合わせて以下の施策を実施
　　大館・鹿角医療圏：大館市による大館・北秋田地域医療推進学講座の設置
　　　　　　　　　　　鹿角地域医療推進学講座の設置
　　北秋田医療圏　　：大館市による大館・北秋田地域医療推進学講座の設置(再掲)　
　　

目標の達成に向けた施策

など

など

　産科・小児科については、本県は医師偏在指標で高順位に位置づけられているが、
医師は不足しているのが現状であることから、全ての周産期・小児医療圏及び三次
医療圏において、産科医師・小児科医師の増加を方針の基本とし、その達成に向け
た施策を盛り込んだ計画を策定する。　

産科・小児科に係る医師確保計画

本県の医師偏在指標及び諸元値（暫定値）

　医師確保計画は、二次医療圏・三次医療圏単位での医師の確保を重点的に推進す
るものであるが、より細かい地域の医療ニーズに応じるため、局所的に医師が少な
い地域を『医師少数スポット』として定め、医師少数区域と同様に取り扱うことが
できる。
　本県では、秋田周辺医療圏内に位置する　　　　　　　　　　　　　　　　　を
医師少数スポットとする。

医師少数スポット

資料２


